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h
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ニ
レ
一
に
な
り
モ
し

　
　　
永
田
武
彦
　
　
　
岩
賠
秀
彦
　
一
た
。
惹
占
W
健
所
・
又
所
て
は
工
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
改
バ
法
で
の
第
一
回
の
レ
ン
ト
〃
ン

　
　
　
有
打
哲
己
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
診
、
ツ
ヘ
ル
ク
リ
ン
注
射
乞
生
加
す

　

〔地
田
分
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
予
定
で
、
そ
の
に
は
一
人
残
ら
づ
。

分
団
長
　
　
馬
込
　
＝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
ら
を
受
り
る
よ
・
つ
希
ん
て
い
t
　
＿
，

饗
9
8
袈
哉
　
押
領
司
，
蔵
輻
・
同
窟
ψ
旦
と
く
r
叫

　
　
　
小
γ
鉄
次
　
　
　
叩
野
勇
ψ
　
者
（
旅
紙
、
食
品
店
、
食
錐
、
開
り
店

　
（宿
利
原
分
団
）
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
）
は
債
診
も
れ
か
あ
る
と
、
次
の

分
団
長
　
　
宿
利
原
　
　
　
　
　
　
　
許
可
申
諮
の
と
き
、
計
可
し
な
い
こ
と
，

部
長
　
中
野
艮
夫
　
　
　
笑
喜
岩
大
　
「
が
あ
る
か
ら
浄
意
し
て
ほ
し
い
、
「
云
つ

　
　
　
落
河
　
昭
　
　
　
厚
ケ
瀬
秋
夫
一
て
い
ま
す
。

月のトピツク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
前
途
の
希
望
に
胸
ふ
ぐ
ら
ま
す
成

　

　
肩
防
出
初

　
恒刮
の
消
防
出
初
土
は
一

月
l
ハ
日
大
根
占
小
午
衿
で
、
一
一
に
き
S
い
の
叩
民
の
祝
お
を
受
り
て
散

○
○
余
の
団
員
と
害
多
数
会
し
ま
し
た
。

昆
し
げ
」
告
え
伝
統
に
ジ
叉
慧
・
ボ
糠
a
．
s
．
　
n
y

、

1
い
の
口
れ

　
ハ
写
カ
ー
け
ぽ
肋
〃
ツ
プ
み
パ
ー
－
）

畦根
帖
郷

土

史

禰
寝
氏
領
王
時
代
（
室
胆

　
　
　
＿
げ
F
け

九
、
祢
寝
重
長
と
祢
寝
院
の
産
業
開
発

田
畏
公
は
祢
惇
家
ト
ハ
代
”
主
で
貝
の

治
政
は
室
町
の
末
期
で
あ
ろ
。
歴
代
中

最
も
優
れ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、

其
の
政
治
上
特
筆
す
べ
き
は
我
が
根
占

地
方
の
殖
咋
興
業
に
偉
大
な
足
跡
を
残

し
た
事
で
あ
る
。

○
温
州
蜜
柏
を
申
国
よ
り
移
植

彼
は
冬
灘
温
暖
な
気
象
条
仲
と
山
后
丘

陵
地
の
多
い
ナ
地
条
仲
に
在
目
し
、
こ

の
地
を
開
発
す
る
∴
は
柑
橘
栽
培
の
適

堂

恥
ろ
う
孝
け
触
　
　
’
イ
－
、
占
地
方
が
ー
ー
・

！
よ
う
r
c
ん
の
．
．
　
“
．
　
A

振
占
町
功
田
地
力
、
　
－
　
s
｝
最
も
は

ぜ
の
Z
い
地
帯
r
、
㌧
r
　
．
．
’
？
U
l
l

七
句
引
㌧
注
党
久
公
の
ー
一
、
］
畑
の

少
い
こ
の
地
万
に
年
賞
と
し
て
夢
百
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
我
が
町

の
池
田
地
方
に
も
老
樹
が
散
戸
て
い

る
が
、
同
時
牛
、
の
ξ
H
の
と
推
察
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
あ
る

歴
史
と
結
し
こ
れ
を
，
カ
」
プ

す
る

ts
g
t
c
目
し
’
　
g
る
ρ
＼
中
国
大
法
を
右
え
る
事
わ
郷
七
の
一
弾
題
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

陸
の
温
州
（
ト
海
の
南
約
百
二
十
里
）
　
i
A
る
ま
、
u
か
e

よ

り
柑
橘
の
苗
を
輸
入
し
”
根
占
川
北
i
十
、
肝
吋
氏
と
の
不
和
と
根
占
合
戦
、

の
西歪
浦
櫨
付
け
萎
e
あ
る
。
丁
奏
2
当
代
留
述
の
如
く

こ
の
蜜
柑
は
其
の
移
入
地
ロ
る
，
㎞
州
の

名
を
取
り
温
州
蜜
柑
と
称
廿
ら
れ
る
杜

に
な

つ
た
。
根
占
に
は
蜜
柑
山
と
t
a
！
r
－

る
当
時
の
遣
跡
が
残
つ
て
い
る
。
こ
h

よ
り
六
十
年
後
寛
永
五
年
島
津
家
久
公

根
占
巡
検
万
途
申
こ
の
橘
山
ゼ
足
を
と

y
め
其
の
辛
蹟
に
懸
嘆
ー
次
の
歌
を
残

し
た
と
い
う
。

　
時
な
ら

ぬ
冬
ま

で
残
る
g
の
花
は

　
　
こ
れ
や
と
こ
よ
の
宿
の
た
ち
ば
な

我
が
国
r
於
け
る
侃
州
悟
柑
の
栽
培
は

こ

れ
が
恨
初
て
あ
o
、
我
か
郷
寸
が
貝

の
発
祥
の
地
で
あ
る
皐
に
別
士
の
跨
り

て
あ
る
と
共
に
一
面
再
考
を
要
ず
る
問

題
で
は
あ
ろ
ま
い
か
、
即
煮
近
1
1
に
到

り
当
地
方
量
二
時
柑
橘
熱
が
起
り
、
現

（節
＋
1
1
川
）

地

続

と

も
あ
蒜
零
，
亘
L
は
ぜ
の
根
源
城
と
じ
・
歳
た
る
g
e
E
c
r
・
山
膿

地
た
る
）
T
f
f
＿
t
i
　
！
．
L
J
s
l
．
．
、
は
璽
国
蹟
翻
凝
（
以
上
驚
）
高
城

内
政
整
い
丙
ぷ
卓
、
函
」
、
人
は
穂
し
て

人

い
に
其
の
1
弓
－
　
・
り
人
々
皆
貝
の

倍
に
敬
事

㌧
て
」
ン
、
あ
力
か
、
対

外
的
に
わ
幾
多
の
い
国
”
　
つ
二
、
拍

古
世
長
公
目
ニ
ー
－
’
如
細
、
い
眺
ひ
　
た

こ
あ
ろ
う
か
。
’
隅
・
6
日
勺
正
a

竃
．ぺ

I‘〔
、
己

鰐

　
‘
芦
潭
氏
の
斑
を
入
れ
て
握
＋
ユ
’
る

一

ビ
一
’
占
　
一
、
に
於
て
同
盟
組
の
川

村
斤
、
・
　
’
　
一
な
じ
り
大
兵
か
根
占

に
さ
し
　
、
亭
　
ウ
轡
賃
打
鋤
を
謀

つ
た
の
で
さ
る
。

e
時
は
天
正
ご
パ
1
1
十
ハ
日
（
＝
八

二
年
前
）
特
勢
．
、
人
い
艮
よ
り
箆

峠
を
越
え
、
大
狼
由
た
方
に
侵
人
す
る

2

と
な
つ
た
。
根
古
塾
い
本
陳
を
窟
田

　
　
　
　
で
t
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

鷲
遷
鮮
詔
羅
鍵
⌒
罐
議
耀
麗
蹴
鐘
麟
⑭
ぴ
繊
離
鷲
璽
舗
醐

都
く
．
・
．
杉
な
絵
巻
を
く
り
ひ

ろ
げ
l
l
　
N
、
ん
お
r
の
日
、
F

屈
川
ノ
，
1
1
曲
h
ぴ
ぷ
壮
会
1
1

動
山
汀
ン
フ
一
一
〃
川
叩
緋
停

：

ツ

ノ
川
ー
八
ぞ
礼
い
1
1
た
．

’纂∨
、

、
三
〇
年
度
慰
霊
祭

i　O
r
e
s
、
砂
怠
祭
け
万
一
丁
ハ
日

人
根
－
占
小
汀
校
・
に
’
汀
わ
e
ハ
O
O
人
の

潰
肱
が
つ
め
か
け
い
ハ
．
L
あ
つ
た
。

《
婦
人
の
町
政
を
語
る
会

一
月
ご
○
日
大
恨
古
小
て
ひ
、
U
き
、
諭

11

P
役
場
関
係
若
払
出
胤
。
活
続
方
意

見
の
交
換
が
庁
さ
れ
た
。
婦
人
会
．
c
回

こ

の
俄
し
を
今
後
も
良
・
、
や
り
た
い
と

い
つ
て
い
る
。

を
描
尾
叶
に
川
い
て
靭
の
口
入
を
防
止

し
た
。
正
月
十
九
［
空
如
と
し
て
起
つ

た
軍
馬
の
い
な
な
芦

に
い
七
下
原
の
静

う
己
は
破
れ
た
。
陳
ケ
に
附
近
乞
中
心

と
ー
て
こ
＼
に
攻
8
6
入
り
乱
パ
て
激
戦

匂
蟹
嚇
し
た
が
、
根
由
勢
は
之
x
s
c
　
f
J
　
A

え
る
1
1
が
川
W
す
敵
は
枯
尾
よ
り
神
川

人

根
占
γ
野
に
侵
入
し
、
恨
占
の
塩
入

り
κ
る
湘
脇
競
ろ
包
囲
し
た
。

脱
に
榔
脇
城
は
祢
脚
軍
長
公
の
家
円
税

川
篤
ー
が
城
ヰ
と
し
て
寸
つ
て
い
た
が

故
け
拍
川
を

已
り
こ
の
城
を
東
北
よ
り

何
国
し
た
の
で
城
は
冨
川
城
野
間
城
と

ノ
遮
緒
ヴ
た
s
れ
、
ふ
に
城
i
篤
P
は

し
め
寸
な
る
家
臣
ー
数
拓
は
パ
に
け
死

す
る
所
と
な
つ
た
，
続
い
ご
一
月
下
旬

H
け
培
‥
い
人
挙
根
占
仁
旧
り
、
村
箒
に

火
々
放
ち
中
P
の
仁
陣
た
ろ
　
r
．
川
城
の

や
戸
口
に
迫
つ
た
。
時
に
島
津
義
久
は

羅
と
し
・
c
堺
璽
守
、
遭
福

入

図
念
守
忠
通
、
魯
人
小
川
郎
久
緬

因
も
存
す
る
所
て
あ
ろ
う
が
三
七
〇
年
什
氏
と
わ
不
ぽ
の
助
年
に
あ
つ
た
が
、
鶏
は
本
陣
近
く
に
泊
バ
、
危
機
は
刻
々
に

08

の
ハ
賢
の
業
険
を
思
ふ
肘
今
一
段
の
　
1
／
の
径
大
隅
地
力
の
江
1
に
同
盟
が
成
迫
つ
た
。
こ
＼
に
於
て
黙
入
兄
弟
に
城

一

研
究
が
望
ま
れ
る
所
以
e
あ
る
。
　
　
η
し
た
，
二
の
U
鞠
～
加
い
つ
た
者
は
外
に
川
で
、
む
ら
が
る
敵
の
ま
つ
た
だ

lo
は
ぜ
の
栽
植
　
　
　
　
　
　
　
　
商
川
の
川
付
康
協
　
巾
八
山
川
地
知
訟
中
ピ
切
り
こ
み
縦
横
む
し
ん
の
伯
戦
を

は
ぽ

の
伝
来
に
つ
い
て
O
古
久
献
に
次
卵
・
日
向
の
伊
山
在
佑
了
一
あ
つ
た
が
、
　
な
し
戸
の
で
敵
の
拍
，
⑪
大
き
く
、
一
市

の
辻
録
が
あ

る
。
即
ち
今
よ
り
川
二
　
大
隅
南
品
め
祢
唇
油
k
け
只
の
皿
別
的
余
人
か
討
死
し
た
の
て
’
や
む
な
、
S
洛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

年
0
8
の
n
押
一
兀
年
畢
国
船
が
桜
島
に
漂
位
治
閏
停
よ
り
弧
d
づ
る
引
は
刊
底
出
城
を
断
念
し
て
引
、
、
」
上
げ
た
。

，
力
し
、
船
を
修
繕
す
る
問
に
ゴ
人
ビ
は
来
な
い
事
て
’
こ
の
同
盟
ゼ
穴
川
－
た
見
よ
、
今
横
屑
昨
よ
り
神
川
、
買
、

芭

己
和
．
卜
在
力
え
小
河
の
地
に
植
ノ
し
の
ご
あ
る
。
か
く
て
人
属
ゐ
大
抽
い
k
大
根
占
、
根
占
の
川
や
畑
に
散
見
す
る

め案
努
、
ろ
う
を
琴
日
姦
和
日
が
続
、
た
z
’
て
ξ
弊
三
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
秩
は
Z
く
こ
の
時
の
も
の
て
㍉
．
ρ
。

え
た
と
。
然
る
に
桜
品
に
目
べ
靹
の
地
対
岸
鵬
児
時
の
尻
印
氏
と
の
関
係
が
悪
然
し
こ
の
戦
い
に
於
て
喜
入
忠
通
、
久

名
な
く
月
凪
児
パ
品
約
深
く
桜
島
ま
て
漂

流
し
た
と
は
滲
ス
ら
れ
な
い
の
て
小
河

　
　
　
　
M
R
2

一
は
恨
占
の
雄
川
て
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
又
根
占
地
力
に
は
祢
寝
百
長
公
の

時
代
は
ぜ
を
植
　
し
め
、
ろ
う
の
製
作

力
初
め
た
と
い
ふ
白
力
な
伝
え
ろ
残
つ

て

い
．
り
し
、
喪
蒼
P
の
摺
た
甫
し
L
。
皇
叱
B
“
が
篠
辻

る
川
南
水
流
に
ω
古
ホ
の
大
け
せ
柑
ガ

あ
の
部
蕗
国
は
「
倒
れ
け
ぜ
」
と
称
し

て
い
る
事
実
ば
、
当
尚
ご
の
地
力
ピ
す

で
に
け
ぜ
の
木
の
栽
植
が
行
わ
れ
て
い

た
悟
を

実
訓
す
る
も
の
で
あ
ろ
。

右
の
事
情
よ
り
見
て
け
ぜ
の
植
樹
及
び

化
し
た
・
即
ち
島
慮
氏
吋
川
村
氏
と
の
続
兄
弟
は
お
ー
く
も
木
場
F
の
△
載
て

襲
蜜
祖
よ
り
纂
の
鶴
な
乙
常
討
死
し
た
。

に
敵
対
関
係
に
あ
り
・
こ
の
ゾ
の
同
盟
討
1
喜
入
氏
兄
弟
の
菓
地
は
旧
天
松
院

雛
臓
顯
繊
懸
纒
蹴
⌒
⌒
縫
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
汀
但
、
喜
入
久
則
氏
で
あ
．
C
t
。

謬
轡
粛
湿
摘
語
訂
，
籠
酬
麟
霧
露

て
あ

る
・
亨
左
か
・
足
公
の
胸
中
篇
箆
彩
碧
。
躍
鑑

や
如
倒
。
三
の
決
助
；
実
に
　
家
右
　
　
の
故
冨
ド
仲
兵
衛
氏
の
父
税
所
挾

亡
の
岐
路
F
V
た
’
4
た
の
て
あ
る
。
　
　
　
氏
で
あ
る
。

i会
見
を
終
つ
た
也
長
八
、
感
ず
る
所
あ
り
　
（
号
頁
は
喜
入
忠
通
及
び
久
続
の
墓
）



”
’
V
”
－
”
－
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（2）昭和31年2月10日報町占根大号83第

」
、
昨
ぴ
と
述
喝
王
な
L
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（別
表
一
）

t
水
稻
所
得
の
計
算
法

従
十
政
力
く
吊
に
石
当
所
得
金
舗
を

　鯖
：概を

算七
冴万
得五
按千
除円
　にを
新
設

昭
甜
頼
，
二
仁
ー
，
日
分
ω
川
川
日
日
の
山
丁
川
1
1
期
川
川
は
、
一
例
η
刊
か
り
1
1
月
L
I
上
ハ
‥
日
か
・
ら
一
二

月
卜
五
日
寸
て
の
問
に
行
わ
2
1
ろ
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
鹿
屋
税
務
署
で

は

い
ら
か
じ
め
次
の
こ
と
を
よ
く
知
つ
て
も
ら
い
た
い
と
希
ん
で
い
る
。

な
お
実
際
ω
巾
告
指
日
，
は
一
．
月
ト
旬
頃
行
わ
れ
る
．
†
定
て
あ
る
。

乗
じ
て
計
勾
し
て
い
た
が
、
I
I
，
十
年
分
一

か
ら

け
・
反
当
所
脊
額
評
算
す
る
テ
。

こ・
に
k
O
た
．
そ
の
計
蟹
い
ま
∫
£
、
。
亘
天
U
ま
で
に

次
の
力
法
て
各
人
釦
の
半
均
基
準
反
収
沢
の
予
約
売
張
ゲ
し
た
人
は
こ

を
求
め
る
。
（
別
わ
二
）
　
　
　
　
の
一
〇
八
百
○
○
円
か
ら
、
さ

次
に
ぶ
年
の
地
力
階
財
別

（町
村
毎
に
ら
に
石
当
り
二
〇
〇
円
が
控

人

体
1
1
階
赦
と
し
ま
」
）
の
反
当
政
力
除
さ
れ
ま
す
。

く
鍋
を
求
め
マ
次
め
よ
う
な
反
当
所
得
昨
年
は
台
凧
の
殴
け
が
あ
り
ま

襖
舟
を
決
め
ま
す
。
（
別
表
三
）
　
　
し
た
が
、
l
i
十
九
臼
の
破
占
に

g
記
の
甲
某
の
平
均
反
牧
一
h

一弄
は
こ
駕
の
第
懸
二

一

パO
l
一
七
九
）
の
間
に
あ
s

1渋
す
か
ら
、
こ
の
水
石
所
得
は

I　
I
I
’
　
0
f
，
O
円
x
九
反
け
、

l10
八
、
ひ
口
○
円
に
な
り
ま

青

色

巾
告
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
　
る

昭
和
　
ー
J
d
か
ら
噂
征
者
控
除
な
ど

い
ろく
の
特
典
が
あ
つ
て
、
他
卯
で

け
日
拐
．
沸
川
力
b
ピ
川
ど
い
う
Z
・

く
の
占
色
巾
：
l
i
：
．
が
t
Z
　
9
　
．
．
r
　
b

b
こ

ハ
が
、
疏
川
臼
叩
て
U
二
割
内
外

ー
■
」
『
　
　
　
　
　
　
、
ー

い

　
納
税
を

し
か
な
く
、
殊
に
人
服
地
力
は

少
く
、
な
り
か
わ
L
い
こ
と
で

す
。

30tトfJ｝i　　　　［）付　　　　　　　　　・・己

7三，0・・1露淵躾欝除の

会
日
2
5

祖
久
の
用

’
人
得
の
適

☆
い
川
馴
O

路
な
け
乃
だ

医
の
人
U
者

、
4
な
g
活

損
険
明

c
生

雑
押
不
％
万

ー
t
給

m涌
o
o
o
o
o
u
㎝
o
o
％
o
o
同
o
o

O
¢
0
0
5
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5
り
0

カ
　
カ
　
カ
　
タ
　
リ
　
　
ノ
　
リ
の
つ
　
ゴ
　
　
　
　
ハ
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25
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7
B
5
2
「
左
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〇〇

〇〇

nO
OO
OO
O
O
O
O
O
％
0
0
係

巳
5
侶
旧
遭
苅

　
m
川
2
5
泊
関
9

亙
67

霧
習
－
1
4
5
4
浄

　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
丁

除

日
　
∫
度
度
度
除
、
除

人

曇
羅
購

控礎

　
　
　
日
除
除
　
　
老
税

－
．
ξ
韓
除
得
勧

第
〃
〃
4
欝
控
ぴ
寡
生

秩

藻
靱
墓

f
倹
　
　
、
学

　
　
　
　
　
へ

2
n
　
　
具
労

概
’
1
助
配
不
勤

　
　
　
公

民

館

映

画

教

室

1公
民
館
ビ
加
辰
十
ハ
ミ
リ
ト
－
キ
の
優
も
つ
て
大
根
占
校
区
∫
巡
映

葬
警
機
か
く
k
ら
ま
し
た
。
定
響
＋
H
式
写
公
鷺
．
古
d
婦
人
会
長
、

一

㌃
円
e
－
F
R
円
結
出
・
て
⊥
け
‥
鱗
茄

一鯵
鹸
誌
蕊
懸
慧
‥
隈
ゴ
鰺
跳
禁

｝う
に
御
願
い
し
た
い
と
存
じ
て
一
4
。
り
ま
　
　
　
　
　
　
　
ケ
石
川
咽
白
井
笹
県

　
　
　
図

書

紹

介

公
民
館
に
は
町
の
図
巳
一
千
冊
の
外
に
　
　
　
幅

川

ぴ
図
轡
館
か
ら
毎
月
二
百
冊
宛
の
図

乳
在
借
り
て
皆
株
に
，
而
ん
て
い
た
’
く
　
　
、
ぼ
　
、
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲鷲
羅
索
鵠
詳
縮
剖
誹
鋤
認
鷲
マ
、
。
ん
。
．
あ
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
つ
て
吉
御
繧
立
つ
考
努
力
致
＋
八
日
！
日
神
川
窟
神
川
簾
（
褒
整
曇

v
ら
へ
る
と
・
相
当
口
作
寛
繁
れ
て
い
る
汀
山
・
ま
の
L
何
・
ぞ
留
昼
）
欝
、
島
浜

総⌒

竃
霧
還
汕
鶯
雛
御
願
織
鱗
麟
ー
提

＝型1左の抱巾反牧1　　（A）

　　　　240升
　　　210
　　　　180
　　　　120
　　　　100

甲

雛摺
下

　
準
升
二
　
以

　
　
　
　
　
ハ
ソ

　
　
ド
　
り
　
　
う

け

ロ
　
　
　
き
ハ

壁→唖
1
2
3
4
5

よ
う
仁
し
て
い
ま
す
。

　

妬
人
向
図
剖

婦
人
の
村

会
科
　
婦
人
の
経
済
学

笥
し
い
し
つ
目
の
し
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
婦
人
生
活

一

美
し
い
か
し
こ
い
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
女
性

「
冑
篇
図
轡
　
　
　
，

k
年

心
理
討
論
の
驚
と
摺

」楽
し
い
農
村
の
牛
括
を
求
め
て

一

生
さ
甲
菱
に
つ
い
て

畜
麓

講
座

経

営

に

胞

飼
料
じ
た

地ノ」等級

1
3
弓
葬
弼

カー

s

計
崎

浜画

盲
例
水
胆
c
、
稲
、
竺
弄
の
る
蜜
ビ
、
ら
書
反
、
成
牛

　

　
　
場
合

　

こ
の
場
合
の
副
産
物
は
、
反
当
り
米
ぬ
一
を
罰
算
し
て
、
水
川
Ψ
作
か
、
畑
作
に

、

を
俊

ー

レ
ン
ケ
」
穐
／
る
。

郎

五
反
歩
に
満
κ
な
い
蒙
は
、
不
L
分
第
三
例
、
夏
に
稻
、
冬
窪
レ
ン
ゲ
を

作
る
場
合

15

4
1
1

青
白
巾
占
者
に
な
る
に
け
今
が
一
番
よ
得
の
ゆ
く
納
彬
と
t
s
る
た
め
に
、
今
年

い
川
期
で
す
か
い
、
経
辞
の
合
理
化
納
一
」
そ
、
ぜ
ひ
冑
色
串
告
を
お
す
＼
め
し

ふ

帆と
聞
き
ま
す
が
公
爵
は

⌒泌江
れ
露
籠
縦

素
化
在
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
適

令
者
は
ど
し
ど
し
利
用
し
て
下
さ
る
よ

「う
御
願
い
し
ま
ず
。

　
　
公
民
館
結
婚
式
規
定

一

一、

挙
式

1
”
、
公
民
館
結
婚
式
に
よ
る
（
巾
中
央

　
公
民
館
に
同
じ
】

2
、
会
場
希
望
に
よ
り
と
こ
て
も
や
り

　
ま
す
が
47
屋
放
館
な
ら

公
蝿
館
の
料

［

理
区
分
に
よ

つ
て
引
き

受
け
て
く
れ

カ
し
　
貝
し
い
な
（
ノ
ラ
）
三
斑
、
麦
ぬ
　
飼
料
作
吻
を
栽
培
す
る
．
s
．
　
l
l
　
J
し
て
草
刈
　
恩
田
な
ど
で
、
冬
に
麦
を
作
ら
i
’
レ

か

二
五
欝
、
v
ず
麦
四
〆
、
ぴ
一
田
○
一
の
労
力
を
省
き
、
飼
料
3
1
画
ピ
た
て
る
一
ン
ケ
を
或
程
度
作
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

　　　　　　　　　　
て
欝
鯉
約
四
＋
ξ
仔
趣
第
二
例
・
葺
γ
孟
が
あ
つ
て
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　　疏灘
露
璽
藷
賢
麗
梛
顕
「
嚢
肇
議
方
些
）
に
近
い
栄
蓼
毒
飼
料

印饗
も
つ
て
お
い
で
に
亘
け
で
仔
生
票
垣
・
る
こ
ど
に
窒
著
．
（
ら
れ
る
。
お
も
£
、
六
月
か
一
の
歪
篇
う
三
妥
る
・

且
、
妾
ソ
ラ
八
〇
〆
て
、
躍
工
の
て
い
一
よ
う
に
し
て
い
た
へ
・
き
た
い
。

ま

す
o
昨
年
は
約
六
〇
人
の
人
が
、
税

務
署
の
実
拙
調
査
な
し

で
認
め
ら

れ
ま

し
た
。
こ
の
印
請
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
o

三
千
円
で
す
ま

せ
る
事
が
出
来
ま
す
、

経
費
や
ひ
ま
の
節
約
の
為
に
も
是
非
公

民
館
結
婚
式
を
御
利
用
下
さ
い
。
　
　
「
・
・

　一仔
牛
一
頭
を
飼
う
に
は
夏
作
に
稲
三
反

」冬
竹
に
レ
ン
グ
ニ
反
を
作
れ
ほ
充
分
て

円
二
五
〇
円
l
］
I
w
a
s
と
し
竹
屋
は
税

込
婆
、
」
了
承
、
竹
屋
以
外
は
更
め
て

交
渉
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一
ら
十
一
月
ご
ろ
ー
て
、
採
草
地
の
草
で
要
は
、
・
各
農
家
が
目
分
の
経
営
面
積
か

IU反
歩
の
副
爾
物
敗
昂
と
仔
牛
の
飼
う
、
夏
飼
期
の
牛
昂
所
喫
量
は
、
飼
ら
割
り
出
し
て
、
合
理
m
に
一
年
の
飼

飼
料
所
搬
垣

（
一
年
分
）

　

わ

ら

　

わ

ら

　
　
粛
所
雀
附

三
W
一
8
〆
⊥
旦

窒
口
頁
一
四
8
〆
　
窒
O

　
　
　
　
　
　
　
g

茜

冒
言
　
c

料
と
し
き
麟
で
成
牛
で
1
0
〆
仔
牛
で

六
〆

で
、
五
ケ
巳
間
F
成
牛
一
八
〇
〇

「
〆
、
仔
牛
一
〇
〇
〇
〆
が
必
要
て
あ
る

採
草
地
の
牧
固
が
反
当
三
〇
〇
〆
と
し

HS細 1
150×30人1
200×30人1

250×30入

1人1合
　　3升代
3枚一組

含参列者

額金摘要

松

竹

4，5（N）円

6，000

7，500

1，000

1，350

1，500

　500

焼酎代
！畷代

結婁代

衣裳代

式場器具500

，000

借損料1

諸機1

人平均
　345円
人卒均
　395円
入半均
　445円

10，350

11，850

13，350

松

竹

梅

合

計
＿

ま
た

牝
牛
　成
牛
v
の
飼
料
所

量

芹
物
で
飼
う
、

の
鼠
は
第

H例’
の
約E

は
、
濃
厚
飼
料
二
〇
〇
1
四
〇
〇
〆
粗
一
％
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
g
だ
け
を
生
咋
す

a
n
　
F
－
0
9
「
8
0
〆
で
聖
の

要
に
副
摩
物
で
飼
う
に
は
、
約
九
反
歩

　費
さ
れ
、
時
代
の
交
化
牛
活
に
は
程
違

い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
，
昔
な
り

の
経
営
と
，
何
等
変
ら
な
い
の
で
あ
り

ま
し
て
、
こ
こ
に
、
農
家
の
頭
の
切
縛

が
最
近
一
賀
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　
即
ち
麦
の
植
付
時
期
に
は
、
麦
し
か

植
え
ず
、
間
作
の
利
用
が
、
な
さ
れ
て

い
る
耕
地
が
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
訳

で
、
現
在
麦
に
於
い
て
は
、
生
汁
渦
剰

と

な
っ
て
、
思
う
よ
う
に
、
市
場
に
は

け
な
い
消
費
状
況
等
も
充
分
老
慮
し
麦

わ
れ
て
い
る
が
、
更
に
労
力
の
配
分
を

能
率
的
に
、
蛾
大
限
に
発
揮
す
べ
く
、

地
形
に
適
し
た
、
機
械
の
埠
入
と
云
う

挙
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
後
ω
、
葭
金
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
農
非
経
営
の

機
械
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
o

三
、
商
品
債
値
の
向
上

と
共
販
体
制

各
酎
の
虻
爾
F
什
つ
て
、
簡
品
価
値
の

る
の
に
成
牛
で
大
体
田
．
一
反
あ
れ
ば
よ

い
。
裏
作
に
麦
が
作
れ
な
い
と
き
は
、

昭

和

30

年

の

農

業

経

螢

を

観
る

料
計
画
を
た
て
、
労
力
を
減
ら
し
、
然

も
牛
を
安
く
肥
あ
ご
・
、
こ
と
，
こ
れ
が

経
営
の
合
理
化
で
レ
る
。

参
考
　
一
日
当
飼
料
川
嬰
祖

鰯
∫ヴ

王言∠

年）

ら

匿
ロ
蓑

牛
三
貴

≦

裏

司

一貫
二
〇
〕
匁
「
二
ば

　
　
　
こ
び
　
コ
ロ
ロ
コ
ニ
コ
リ
コ
ぶ
し
も
お
の
ロ
ロ
ロ
も
ジ
ぽ
ロ
ぎ
も
コ
げ
　
タ
コ
も
グ
サ
こ
も
ふ
ぽ
ロ
こ
ら
コ
コ
ォ
ご
ヘ
ロ
ロ
ロ
と
ロ
ジ
の
こ
ロ
ミ
コ
ぽ
ご
ミ
ェ
ご
も
ぎ
こ
ご
ヨ
タ
コ
ジ
エ
ヤ
ニ
ご
で
ご
　
も
び
　
タ
も
と
タ

雪
↑
も
吉
を
璽
亡
発
禁
に
㎜
竃
霞
錫
警
鷲
棚
緬

防

災
茶
園
の
成
果
あ
が
る

り
卯

＿

の

力

を

た

か

め

よ

経

済

課

吉

反
省
に
待
つ
べ
き
も
の
が
‘
5
る
の
て
あ

つ
て
、
そ
れ
は
、
早
期
栽
右
一
．
〈
の
凋
心

て
　
、
な
か
つ
た
ろ
う
か
と
、
巴
力
さ

ハ
る
の
こ
あ
り
ま
す
a

　
担
昂
た
か
ま
り
つ
つ
あ
る
4
な
が
ら

他
人
の
事
の
三
8
ノ
ゼ
、
人
を
相
手
と
し

自
ら

行
う
の
、
気
艘
F
か
け
、
見
合
せ

て
い
る
農
家
が
い
る
の
ご
は
な
い
か
と

推
昂
さ
川
る

向
き
も
L
、
‥
り
、
お
E
励

力

し
て
、
栽
培
す
る
の
椅
［
稻
和
一
1
t

：

b
て
い
る
卑
が
最
も
送
’
け
士
ヂ
、
，
’
と

く
く
こ
㌧
、
条
付
で
は
な
い
か
と
思
考

フ〔

美
う

　
い
恒
．
　
ヨ
六
り
に
、
町
の
戸
・
ち
興

古
ケ

川
，
七
川
が
、
樹
叱
さ
g
て
以
史
、

鋭
口
、
［
‘
，
凡
ゼ
努
力
し
て
、
参
り

ま
し
た
k
、
二
の
1
績
但
充
分
検
討
し

て
、
今
後
改
管
ー
へ
き
点
を
列
挙
し
、

参
考
に
致
わ
た
s
と
田
、
い
ま
す
。

一
、

主
要
食
糧
の
自
給

　
生
産

2：
　
－
”
’
り
、
自
給
体
制
牟
袷
．
、
ポ
う

レ
匂
、
戸
．
　
袖
汗
安
ビ
の
、
基
本
的
．
奈

判
r
ゴ
　
、
　
　
力
台
風
浪
・
て
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